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Ａ．研究目的 
 強度変調放射線治療、定位放射線治療お

よび高精度の三次元原体照射に関わる治

療の実施状況を現場への直接訪問および

アンケートにより調査する。多施設の調査

結果を基に本邦における高精度放射線治

療の診療実態を把握し、問題点を抽出し改

善を提言する。 

 
Ｂ．研究方法 
 １． Patterns of Care Study の研究で

蓄積した訪問調査の手法を踏まえて高精

度放射線治療を評価する。２．実地調査を

行って得られた結果を解析して問題点を

抽出する。 
(倫理面への配慮) 
個人情報保護法を遵守し、患者個人の特定

につながる情報を収集することはない。診

療記録に基づく具体的な治療内容の調査

を行うが、個人情報は各医療機関から外部

に発信されることがないようにする。倫理

面の最終的責任は主任研究者が負う。 

 

Ｃ．研究結果 
 平成23年度から24年度にかけて高精度

放射線治療に関する実態把握の方法を班

会議およびメール会議にて検討し、調査用

フォーマットを作成した。これを用いて平

成24年度から平成25年度にかけて全国の

施設への訪問調査を実施した。治療装置、

治療計画装置とマンパワーなど体制に関

わる問題、強度変調放射線治療、定位放射

線治療などの対象となる疾患の数、治療実

施に当たって用いる精度管理などの項目

を詳細に調査し、その結果を班長に報告し

た。続いて問題点を班会議で検討した。 

 
Ｄ． 考察 
 本研究にて急速に普及しつつある本邦

の高精度放射線治療の診療実態が明らか

となった。概ね治療は適切に行われ、標準

化が図られていることが判明したが、高精

度放射線治療の各業務を分担する職種が

一律ではないなど施設間の差異も明らか

となった。アンケートのみでは知り得ない

情報も少なくはなく直接訪問調査の利点

本邦における高精度放射線治療の実態を把握し問題点を抽出し改善を図ること

を目的として実地調査を実施し結果を解析した。前立腺癌、頭頸部癌、原発性

肺腫瘍に対する強度変調放射線治療と定位放射線治療の実施状況を医療機関へ

の直接訪問による診療記録の閲覧を通して調査した。放射線治療現場における

高精度治療の着実な普及が裏付けられるとともにシステムの違いによる施設間

の差異も認められた。設備とマンパワーのバランスは重要な課題である。 
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である。班長からなされる提言は今後の本

邦の放射線治療の診療の向上に貢献しう

るものと考える 

 
Ｅ． 結論 
 本邦における高精度放射線治療の実態

を把握し問題点を抽出し改善を図ること

を目的として実地調査を実施し結果を解

析した。前立腺癌、頭頸部癌、原発性肺腫

瘍に対する強度変調放射線治療と定位放

射線治療の実施状況を医療機関への直接

訪問による診療記録の閲覧を通して調査

した。放射線治療現場における高精度治療

の着実な普及が裏付けられるとともにシ

ステムの違いによる施設間の差異も認め

られた。設備とマンパワーのバランスは重

要な課題である。 
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